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　第 4 章の考察では，第 3 章で述べたスラム住民
の背景に基づきスラムツーリズムの倫理性と住民
にとってのスラムツーリズムについて議論した．
　従来のスラムツーリズム批判の焦点となる「ホ
スト住民の見世物化」「ポストコロニアルな構造」
「物見遊山的な観光目的」について，パヤタス地
区でのフィールドワークから得た実証的なデータ
を元に分析した．
　これらの批判は「弱者のホスト」「強者のゲスト」
という単純な構図でホスト・ゲストの関係を捉え
議論されてきたが，実際のパヤタス地区スラムツ
アーではスラム住民を見世物にするようなことは
なく，住民とゲストの関係は「指導する者」と「さ
れる者」というものであった．
　住民は観光客を，共に地域の問題について考え
る「共感者」と見なし歓迎する一方で，すぐに日
本に帰る「一時的なお客さん」とも認識しており，
冷静なまなざしを向けている．
　参加者は，実際に現地で体験することにより，
既存の価値観やイメージが現地での経験により塗
り替えられることを期待していた．したがって，
観光客は単なるイメージの確認作業や物見遊山以
上のものを求めているといえる．
4.  結論
　従来の研究やメディアによるスラムツアーをめ
ぐる議論は，政治的・経済的力関係に基づく表面
的な構造に大きく焦点を当て，ツアーに対する住
民の考えを検証しないまま議論を重ねてきた．
一方，ツアーオペレーター側はスラム住民のポジ
ティブな部分を強調して観光客に見せてきた．そ
れらは住民の姿の一部ではあるが，実際の住民は
「合理的でしたたか」な部分もあり，人間関係も
複雑である．問題とすべきなのは，ツーリズムの
形態そのものではなく，メディアや研究者の乏し
い実証的なデータに基づく議論であるということ
を捉える必要がある．■
